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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成28年5月12日(2016.5.12)

【公表番号】特表2014-515014(P2014-515014A)
【公表日】平成26年6月26日(2014.6.26)
【年通号数】公開・登録公報2014-033
【出願番号】特願2014-501544(P2014-501544)
【国際特許分類】
   Ｃ０７Ｄ 487/04     (2006.01)
   Ｈ０１Ｌ  51/50     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 519/00     (2006.01)
   Ｃ０９Ｋ  11/06     (2006.01)
   Ｃ０７Ｂ  61/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０７Ｄ  487/04     １３６　
   Ｃ０７Ｄ  487/04     ＣＳＰ　
   Ｈ０５Ｂ   33/14     　　　Ｂ
   Ｈ０５Ｂ   33/22     　　　Ｄ
   Ｃ０７Ｄ  519/00     ３１１　
   Ｃ０７Ｄ  487/04     １３９　
   Ｃ０９Ｋ   11/06     ６９０　
   Ｃ０７Ｂ   61/00     ３００　

【誤訳訂正書】
【提出日】平成28年3月11日(2016.3.11)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　式：
【化１】

［式中、
Ｘ6は－Ｎ＝でありかつＸ7は－ＮＲ1－であるか、または
Ｘ7は＝Ｎ－でありかつＸ6は－ＮＲ1－であり、
Ｒ1は、式－Ａ1－（Ａ2）p－（Ａ3）q－（Ａ4）r－Ｒ6の基であり、
ｐは０または１であり、ｑは０または１であり、ｒは０または１であり、
Ａ1、Ａ2、Ａ3、およびＡ4は、互いに独立して、場合によりＧで置換されていてもよいＣ
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6～Ｃ24アリーレン基、または場合によりＧで置換されていてもよいＣ2～Ｃ30ヘテロアリ
ーレン基であり、この場合、
基Ａ1、Ａ2、Ａ3、およびＡ4は、１つ以上の基－（ＳｉＲ7Ｒ8）－で中断されていてもよ
く；
Ｒ2、Ｒ3、Ｒ4、およびＲ5は、互いに独立して、Ｈ、場合によりＥで置換されていてもお
よび／またはＤで中断されていてもよいＣ1～Ｃ25アルキル基；場合によりＧで置換され
ていてもよいＣ6～Ｃ24アリール基、または場合によりＧで置換されていてもよいＣ2～Ｃ

30ヘテロアリール基であり；
Ｒ6は、Ｈ、基－（ＳｉＲ20Ｒ21Ｒ22）、場合によりＧで置換されていてもよいＣ6～Ｃ24

アリール基、または場合によりＧで置換されていてもよいＣ2～Ｃ30ヘテロアリール基で
あり；
Ｒ7およびＲ8は、互いに独立して、Ｃ1～Ｃ25アルキル基またはＣ6～Ｃ24アリール基であ
り、これらはＧで場合により置換されていてもよく；
Ｘ1は、ＮまたはＣＲ9であり、
Ｘ2は、ＮまたはＣＲ10であり、
Ｒ9およびＲ10は、互いに独立して、Ｈ、場合によりＥで置換されていてもおよび／また
はＤで中断されていてもよいＣ1～Ｃ25アルキル基；場合によりＧで置換されていてもよ
いＣ6～Ｃ24アリール基、または場合によりＧで置換されていてもよいＣ2～Ｃ30ヘテロア
リール基であり；あるいは
Ｒ9およびＲ10は一緒に環を形成し、当該環は、場合により置換されていてもよく、
Ｒ20、Ｒ21、およびＲ22は、互いに独立して、Ｃ1～Ｃ25アルキル基またはＣ6～Ｃ24アリ
ール基であり、これらはＧで場合により置換されていてもよく；
Ｄは、－ＣＯ－、－ＣＯＯ－、－Ｓ－、－ＳＯ－、－ＳＯ2－、－Ｏ－、－ＮＲ65－、－
ＳｉＲ70Ｒ71－、－ＰＯＲ72－、－ＣＲ63＝ＣＲ64－、または－Ｃ≡Ｃ－であり、
Ｅは、－ＯＲ69、－ＳＲ69、－ＮＲ65Ｒ66、－ＣＯＲ68、－ＣＯＯＲ67、－ＣＯＮＲ65Ｒ
66、－ＣＮ、またはハロゲンであり、
Ｇは、Ｅ、あるいはＣ1～Ｃ18アルキル基、Ｃ6～Ｃ24アリール基、Ｆ、Ｃ1～Ｃ18アルキ
ル又はＯで中断されているＣ1～Ｃ18アルキルで置換されているＣ6～Ｃ24アリール基、Ｃ

2～Ｃ30ヘテロアリール基、またはＦ、Ｃ1～Ｃ18アルキル又はＯで中断されているＣ1～
Ｃ18アルキルで置換されているＣ2～Ｃ30ヘテロアリール基であり；
Ｒ63およびＲ64は、互いに独立して、Ｃ6～Ｃ18アリール；Ｃ1～Ｃ18アルキル、Ｃ1～Ｃ1

8アルコキシ、で置換されているＣ6～Ｃ18アリール；Ｃ1～Ｃ18アルキル；または－Ｏ－
で中断されているＣ1～Ｃ18アルキルであり；
Ｒ65およびＲ66は、互いに独立して、Ｃ6～Ｃ18アリール基；Ｃ1～Ｃ18アルキルまたはＣ

1～Ｃ18アルコキシで置換されているＣ6～Ｃ18アリール；Ｃ1～Ｃ18アルキル基；または
－Ｏ－で中断されているＣ1～Ｃ18アルキル基であり；あるいは
Ｒ65およびＲ66は一緒に５または６員環を形成し、
Ｒ67は、Ｃ6～Ｃ18アリール基；Ｃ1～Ｃ18アルキルまたはＣ1～Ｃ18アルコキシで置換さ
れているＣ6～Ｃ18アリール基；Ｃ1～Ｃ18アルキル基；または－Ｏ－で中断されているＣ

1～Ｃ18アルキル基であり、
Ｒ68は、Ｈ；Ｃ6～Ｃ18アリール基；Ｃ1～Ｃ18アルキルまたはＣ1～Ｃ18アルコキシで置
換されているＣ6～Ｃ18アリール基；Ｃ1～Ｃ18アルキル基；または－Ｏ－で中断されてい
るＣ1～Ｃ18アルキル基であり、
Ｒ69は、Ｃ6～Ｃ18アリール；Ｃ1～Ｃ18アルキルまたはＣ1～Ｃ18アルコキシで置換され
ているＣ6～Ｃ18アリール；Ｃ1～Ｃ18アルキル基；または－Ｏ－で中断されているＣ1～
Ｃ18アルキル基であり、
Ｒ70およびＲ71は、互いに独立して、Ｃ1～Ｃ18アルキル基、Ｃ6～Ｃ18アリール基、また
はＣ1～Ｃ18アルキルで置換されているＣ6～Ｃ18アリール基であり、ならびに
Ｒ72は、Ｃ1～Ｃ18アルキル基、Ｃ6～Ｃ18アリール基、またはＣ1～Ｃ18アルキルで置換
されているＣ6～Ｃ18アリール基であり；ただし、以下の化合物：
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【化２】

を除く］の化合物。
【請求項２】
　式：

【化３】

［式中、
Ｘ6は－Ｎ＝でありかつＸ7は－ＮＲ1－であるか、または
Ｘ7は＝Ｎ－でありかつＸ6は－ＮＲ1－であり、
Ｒ11、Ｒ12、Ｒ13、およびＲ14は、互いに独立して、Ｈ、場合によりＥで置換されていて
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もおよび／またはＤで中断されていてもよいＣ1～Ｃ25アルキル基；場合によりＧで置換
されていてもよいＣ6～Ｃ24アリール基、または場合によりＧで置換されていてもよいＣ2

～Ｃ30ヘテロアリール基であり、ならびに
Ｅ、Ｄ、Ｇ、Ｒ1、Ｒ2、Ｒ3、Ｒ4、およびＲ5は、請求項１において定義される通りであ
る］の化合物である、請求項１に記載の化合物。
【請求項３】
　Ｒ2、Ｒ3、Ｒ4、Ｒ5、Ｒ11、Ｒ12、Ｒ13、およびＲ14が、Ｈであり、かつＲ1が、請求
項１において定義される通りである、請求項３に記載の式ＩＩの化合物。
【請求項４】
　Ｒ1が、式－Ａ1－（Ａ2）p－（Ａ3）q－（Ａ4）r－Ｒ6の基、または
【化４】

であり、
この場合、Ａ1、Ａ2、Ａ3、およびＡ4は、互いに独立して、式：
【化５】

［式中、
ｍ５は、０または１～４の整数であり、
ｍ２は、０または１～３の整数であり、
Ｘ3は、－Ｏ－、－Ｓ－、または－ＮＲ15－であり、
Ｒ7およびＲ8は、Ｃ1～Ｃ18アルキル基であり、
Ｒ15は、Ｃ1～Ｃ18アルキル基；－Ｏ－で中断されているＣ1～Ｃ18アルキル基；Ｃ6～Ｃ1

8アリール基；１つ以上のＣ1～Ｃ18アルキルまたはＣ1～Ｃ18アルコキシ基で置換されて
いるＣ6～Ｃ18アリール基；Ｃ2～Ｃ20ヘテロアリール基、または１つ以上のＣ1～Ｃ18ア
ルキル基で置換されているＣ2～Ｃ20ヘテロアリール基であり、
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Ｒ41は、各場合において同じかまたは異なっていてもよく、ならびに、Ｆ、Ｃ1～Ｃ18ア
ルキル、Ｅで置換されおよび／またはＤで中断されているＣ1～Ｃ18アルキル、Ｃ6～Ｃ24

アリール、Ｇで置換されているＣ6～Ｃ24アリール、Ｃ2～Ｃ20ヘテロアリール、またはＧ
で置換されているＣ2～Ｃ20ヘテロアリールであり、ならびに
Ｒ6、ｐ、ｑ、ｒ、Ｅ、Ｄ、およびＧは、請求項１において定義される通りである］の基
である、請求項１～３のいずれか一項に記載の化合物。
【請求項５】
　Ａ1、Ａ2、Ａ3、およびＡ4が、互いに独立して、式：
【化６】

［Ｒ15は、Ｃ6～Ｃ18アリール基；または１つ以上のＣ1～Ｃ18アルキル基で置換されてい
るＣ6～Ｃ18アリール基である］の基である、請求項４に記載の化合物。
【請求項６】
　Ｒ6が、式：
【化７】

の基、または基－（ＳｉＲ20Ｒ21Ｒ22）であり、この場合、
Ｘ6’は－Ｎ＝でありかつＸ7’は－Ｎ＜であるか、あるいは
Ｘ7’は＝Ｎ－でありかつＸ6’は－Ｎ＜であり、
Ｒ2、Ｒ3、Ｒ4、Ｒ5、Ｒ11、Ｒ12、Ｒ13、およびＲ14は、互いに独立して、Ｈ、場合によ
りＥで置換されていてもおよび／またはＤで中断されていてもよいＣ1～Ｃ25アルキル基
；場合によりＧで置換されていてもよいＣ6～Ｃ24アリール基、または場合によりＧで置
換されていてもよいＣ2～Ｃ30ヘテロアリール基であり、
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Ｒ16は、Ｃ6～Ｃ18アリール基；または１つ以上のＣ1～Ｃ18アルキル基で置換されている
Ｃ6～Ｃ18アリール基であり、
Ｒ20、Ｒ21、およびＲ22は、互いに独立して、Ｃ6～Ｃ18アリール基；または１つ以上の
Ｃ1～Ｃ18アルキル基で置換されているＣ6～Ｃ18アリール基であり、
Ｒ43は、各場合において同じかまたは異なっていてもよく、ならびに、Ｆ、Ｃ1～Ｃ18ア
ルキル、Ｅで置換されおよび／またはＤで中断されているＣ1～Ｃ18アルキル、Ｃ6～Ｃ24

アリール、Ｇで置換されているＣ6～Ｃ24アリール、Ｃ2～Ｃ20ヘテロアリール、またはＧ
で置換されているＣ2～Ｃ20ヘテロアリールであり、
ｍ３は、０または１～４の整数であり、
ｍ４は、０または１～３の整数であり、ならびに
Ｅ、Ｄ、およびＧは、請求項１において定義される通りである、
請求項１～５のいずれか一項に記載の化合物。
【請求項７】
　Ｒ6が、式：

【化８】

の基であり、Ｒ16は、Ｃ6～Ｃ18アリール基；または１つ以上のＣ1～Ｃ18アルキル基で置
換されているＣ6～Ｃ18アリール基である、請求項６に記載の化合物。
【請求項８】
　式：
【化９】
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【表１】
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【表２】
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【表３】
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【化１０】

【化１１】

【表４】
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2)点線は、式：
【化１２】

の基への結合を示す、請求項１に記載の化合物。
【請求項９】
　式：
【化１３】

［式中
Ｒ1は、式－Ａ1－（Ａ2）p－（Ａ3）q－（Ａ4）r－Ｒ6の基、または

【化１４】

であり、
Ａ1、Ａ2、Ａ3、およびＡ4は、互いに独立して、式：



(12) JP 2014-515014 A5 2016.5.12

【化１５】

の基であり、この場合、
ｍ５は、０または１～４の整数であり、
ｍ２は、０または１～３の整数であり、
Ｘ3は、－Ｏ－、－Ｓ－、または－ＮＲ15－であり、
Ｒ7およびＲ8は、Ｃ1～Ｃ18アルキル基であり、
Ｒ15は、Ｃ1～Ｃ18アルキル基；または－Ｏ－で中断されているＣ1～Ｃ18アルキル基；Ｃ

6～Ｃ18アリール基；１つ以上のＣ1～Ｃ18アルキルまたはＣ1～Ｃ18アルコキシ基で置換
されているＣ6～Ｃ18アリール基；Ｃ2～Ｃ20ヘテロアリール基、または１つ以上のＣ1～
Ｃ18アルキル基で置換されているＣ2～Ｃ20ヘテロアリール基であり、
Ｒ41は、各場合において同じかまたは異なっていてもよく、ならびに、Ｆ、Ｃ1～Ｃ18ア
ルキル、Ｅで置換されおよび／またはＤで中断されているＣ1～Ｃ18アルキル、Ｃ6～Ｃ24

アリール、Ｇで置換されているＣ6～Ｃ24アリール、Ｃ2～Ｃ20ヘテロアリール、またはＧ
で置換されているＣ2～Ｃ20ヘテロアリールであり、
Ｒ6は、式：

【化１６】

の基であり、
Ｒ43は、各場合において同じかまたは異なっていてもよく、ならびに、Ｆ、Ｃ1～Ｃ18ア
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ルキル、Ｅで置換されおよび／またはＤで中断されているＣ1～Ｃ18アルキル、Ｃ6～Ｃ24

アリール、Ｇで置換されているＣ6～Ｃ24アリール、Ｃ2～Ｃ20ヘテロアリール、またはＧ
で置換されているＣ2～Ｃ20ヘテロアリールであり、
ｍ３は、０または１～４の整数であり；あるいは
Ｒ1は、式－Ａ1－（Ａ2）p－（Ａ3）q－（Ａ4）r－Ｒ6の基であり、この場合、
Ａ1、Ａ2、Ａ3、およびＡ4は、互いに独立して、式：
【化１７】

の基であり、
Ｒ6は、式：
【化１８】

の基であり、
Ｒ2、Ｒ3、Ｒ4、Ｒ5、ｐ、ｑ、ｒ、Ｅ、Ｄ、およびＧは、請求項１において定義される通
りであり、ならびに
Ｒ11、Ｒ12、Ｒ13、およびＲ14は、請求項２において定義される通りである］の化合物で
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ある、
請求項１に記載の化合物。
【請求項１０】
　請求項１～９のいずれか一項に記載の化合物を含む電子デバイス。
【請求項１１】
　エレクトロルミネセントデバイスである、請求項１０に記載の電子デバイス。
【請求項１２】
　請求項１～９のいずれか一項に記載の化合物を含む、正孔輸送層または発光層。
【請求項１３】
　リン光発光体との組み合わせにおいてホスト材料として請求項１～９のいずれか一項に
記載の化合物を含む、請求項１２に記載の発光層。
【請求項１４】
　定置型視覚的表示装置、例えば、コンピュータの視覚的表示装置、テレビ、プリンタの
視覚的表示装置、台所用電化製品、ならびに広告パネル、照明パネル、情報パネル、なら
びに可動型視覚的表示装置、例えば、携帯電話、タブレット型ＰＣ、ラップトップ、デジ
タルカメラ、ＭＰ３プレーヤー、自動車、ならびにバスおよび電車の行先表示の視覚的表
示装置；照明装置；キーボード；衣服のアイテム；家具；壁紙、からなる群より選択され
る機器であって、
請求項１０もしくは１１に記載の有機電子デバイスまたは請求項１２に記載の正孔輸送層
もしくは発光層を含む、機器。
【請求項１５】
　電子写真感光体、光電変換素子、有機太陽電池（有機光発電）、スイッチング素子、有
機発光電界効果トランジスタ（ＯＬＥＦＥＴ）、画像センサー、色素レーザー、およびエ
レクトロルミネセントデバイスのための、請求項１～９のいずれか一項に記載の式Ｉの化
合物の使用。
【請求項１６】
　式：
【化１９】

［式中、
Ｒ2、Ｒ3、Ｒ4、Ｒ5、Ｒ11、Ｒ12、Ｒ13、およびＲ14がＨであり、Ｒ1は請求項１におい
て定義される通りである］の化合物の製造方法であって、
（ａ）式：
【化２０】

の化合物を、Ｈ3ＰＯ4、ポリリン酸、ＣＨ3ＳＯ3Ｈ／Ｐ2Ｏ5、ＣＨ3ＳＯ3Ｈ、または硫酸
において加熱して、式：
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【化２１】

の化合物を得る工程；および
（ｂ）式ＸＩの化合物を式ＩＩの化合物へと反応させる工程
を含む、製造方法。
【請求項１７】
　式：
【化２２】

［式中、
Ｘ6’は－Ｎ＝でありかつＸ7’は－ＮＲ1’－であるか、あるいはＸ7’は＝Ｎ－でありか
つＸ6’は－ＮＲ1’－であり、
Ｒ1’は、式－Ａ1－（Ａ2）p－（Ａ3）q－（Ａ4）r－（Ｒ6’）tの基であり、ｔは１また
は２であり、
ｐ、ｑ、ｒ、Ａ1、Ａ2、Ａ3、Ａ4、Ｘ1、Ｘ2、Ｒ2、Ｒ3、Ｒ4、およびＲ5は、請求項１に
おいて定義される通りであり、Ｒ6’は、ハロゲン、ＺｎＸ12；－ＳｎＲ207Ｒ208Ｒ209で
あり、この場合、Ｒ207、Ｒ208、およびＲ209は、同じかまたは異なっており、ならびに
ＨまたはＣ1～Ｃ6アルキルであり、この場合、２つの基は、場合により、共通の環を形成
し、これらの基は、場合により分岐または非分岐であり；ならびに、Ｘ12は、ハロゲン原
子、－ＯＳ（Ｏ）2ＣＦ3、－ＯＳ（Ｏ）2－アリール、－ＯＳ（Ｏ）2ＣＨ3、－Ｂ（ＯＨ
）2、－Ｂ（ＯＹ1）2、
【化２３】

、－ＢＦ4Ｎａ、または－ＢＦ4Ｋであり、この場合、Ｙ1は、独立して各場合において、
Ｃ1～Ｃ10アルキル基であり、ならびに、Ｙ2は、独立して各場合において、Ｃ2～Ｃ10ア
ルキレン基であり、ならびにＹ13およびＹ14は、互いに独立して、水素またはＣ1～Ｃ10

アルキル基である］の化合物。
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